








	 ② 1935 年 6 月のパリ国際作家大会のエレンブルグ
２：『私のパリ』について
（前々稿「イリヤ・エレンブルグの写真集『私のパリ』におけるベルヴィルの表象について（１）」





実践女子大学文学部紀要　57 巻、1 ～ 10 頁　2015 年）
前々稿および前稿の概要
本論は、ソビエト時代を代表するジャーナリストで作家のイリヤ・エレンブルグ（Ilya Grigoryevich 
Ehrenburg, 1891 -1967）が、1933 年にモスクワで出版した写真集『私のパリ』（Moй Пapиж）に関する




前稿では、モスクワで出版された『私のパリ』がフランスでどのように扱われていたかを 3 ～ 4
章で確認した。3 章では、フランスの共産党機関紙である『リュマニテ』におけるエレンブルグに


















であることを確認した。また『私のパリ』の第 9 章は「ベルヴィル」と題されており、そこでは 8
枚の写真が掲載されていた。具体的には、73 頁に「ベルヴィル」と題されたジュリアン・ラクロ
ワ小路（Passage Julien Lacroix）の階段の写真（図 11）、75 頁に「アカシア通り！あるいはアーモ
ンド通り？」と題された写真（図 16）1、77 頁に「男性用公衆トイレとその周辺」と題された写真、
79 頁に「ガラクタ屋」と題された写真、 80 頁に「ホテル、でも一方で石炭置き場」と題された写
真（図 29）､81 頁に「八百屋」と題された写真、82 頁に「ニュースは何もないの？それは結構ね」
と題された写真、そして 83 頁の「アラブの労働者」と題された写真（図 30）である。




と行進するシーンと同一の場所である（図 31）。パリには実際に、17 区にアカシア通り（rue des 












メントを確認出来る写真は、31 頁の「二人の日常的釣り人」（図 18）と、151 頁の「私は 300kg を
持ち上げられる」と題された写真（図 32）、197 頁の「少年感化院」と題された写真（図 33）、そし
て 225 頁の「エッフェル塔」と題された写真（図 34）の 4 枚しかない。このうち、31 頁の（図 18）
は、ノートルダム寺院近くのサン・ミッシェル岸でつりをする二人の男性の間で新聞を読む女性の
写真であり、背景にノートルダム寺院のファサードの下半分程度が映り込んでいるにすぎない。ま
た 151 頁の（図 32）は、重量挙げの大道芸人の背後にメコン川探検で知られるフランシス・ガルニ
エ（Francis Garnier）のモニュメント（図 35）を確認できるが、全体が映り込まれていない上に画
像も不鮮明である 2。これら 2 枚の写真は、基本的に被写体となった人物たちの行動に焦点が置か
れており、撮影地の問題は二次的である。





また、225 頁のエッフェル塔の写真も ､ 手前の資材置き場が画面半分を占め、エッフェル塔の上







なウジェーヌ・アジェ（Jean -Eugène Atget, 1857 -1927）の写真と対極にあると言えよう。
7：アジェと屑屋の表象
もともと俳優だったアジェは、1898 年よりパリの写真を撮影し、1909 年から 15 年にかけて七
つのアルバムを作成した。それらは第二帝政期のオスマン男爵によるパリ大改造の進展によって
失われつつあった古きパリの街並みを撮影したものであった。写真の多くは、「古きパリ委員会
Commission du Vieux Paris」「パリ市歴史図書館」などの公的機関により購入されていたが、広く一
般に知られるようになったのは、1930 年にカミーユ・レヒト（Camile Recht）の序文を附した写真
集の出版以降のことである4。そして、この写真集はドイツの思想家ヴァルタ ・ーベンヤミン（Walter 






























ない 1898 ～ 1900 年に、主として路上商売人（petits métiers）の写真群を撮影しているが、その後
1910 ～ 15 年に取り組んだ「パリ・ピトレスク」シリーズの写真アルバムのうち、『パリの城壁跡、

































して「街路の感情（les sentiments du rue）」を見出すことで補強されることになる。
マッコルランは「クリュルのパリは、ときとしてカルコのパリである。後悔の念の優しさのなか
に花開くことがないではないからだが、それは幽霊の ､ 三面記事的な亡霊の、春をひさぐアンドロ
イドたちのパリでもある。」11 と論じ、さらに 1939 年にはアジェの写真について「アジェのコレク
ションの感情的な面を勤勉な感受性によって引き継ぐのは、最近のリポーター兼写真家たちかもし
れない。彼らが捉えたわれわれの時代の日常的な歴史は、多くの著作家や詩人たちにとって発想の
元になるだろう。」12 とする。そして、このようなベクトルは ､ 同時代の映画においても共有してお



















家のアルベルト・カヴァルカンティ（Alberto Cavalcanti, 1897 -1982）の『時の他何物もなし “Rien 
que les Heures.”（1926 年）』では、エイゼンシュタイン風のモンタージュによりパリの一日の生活
が表現されている。






































この映画は、ヴァルター・ルットマン（Walter Ruttmann, 1887 -1941）の『伯林、大都市交響楽	


















































































9：ウィリー・ロニス（Willy Ronis, 1910 -2009）『ベルヴィル・メニルモンタン（1954 年）』と

























よ、1920 年代から 30 年代のフォト・ジャーナリズムが糾弾するような、負のイメージを読み取る
ことは困難である。それは、同時代の『赤い風船』においても同様である。
『赤い風船』は、アルベール・ラモリス（Albert Lamorisse, 1922 -1970）による、長さ 36 分の短
編映画であり、そこでは 8 章①と②にあるような殺人事件も、売春のイメージも存在しない。また、
③におけるフォト・ジャーナリズム的視点も認められない。赤い風船は、結局ヴィラン通りの横に











筆者がベルヴィル公園を初めて訪問したのは、開園して 3 年目の 1991 年であり、そのきっかけ










7 月 14 日のパリ祭を祝う ､ 乱暴な花火の音と充満する煙と火薬の匂いが支配的である。それは、視
覚的記憶よりもより身体的な感覚の記憶が支配的であることを意味していよう。
ところで、言語遊戯的な作風でしられる「ウリポ」の作家20、ジョルジュ・ペレック（Georges 




う儀式を行おうとした。しかし実際には、この 1969 年から 12 年計画で行う予定だった「場所」と
いう儀式は、1975 年に放棄することになる。21
しかし、ペレックはこの計画の「現実描写の草稿」を 1977 年 11 月に『リュマニテ』誌上で発
表している。発表されたのは彼が生まれ育った ､ ベルヴィル・メニルモンタンのヴィラン通りで
あり、そこはエレンブルグの私のパリ＝ベルヴィル、ウィリー・ロニスやアルベール・ラモリス
が「詩」を見出した場所に他ならない。またペレックは 1974 年に、67 年に発表した小説『眠る男』
をベルナール・ケイザンヌと共同で映画化するが、ベルヴィル・メニルモンタン地区をロケ地と
していている（図 69）。
ペレックは「場所」の儀式に対して草稿を六つ、つまり① 1969 年 2 月 27 日、木曜日、16 時ごろ。
② 1970 年 6 月 25 日、木曜日、16 時ごろ。③ 1971 年 1 月 13 日 ､ 水曜日、乾燥した寒さ。好天。
④ 1972 年 11 月 5 日、日曜日、14 時ごろ。⑤ 1974 年 11 月 21 日、木曜日、13 時ごろ。⑥ 1975 年
























































1	 前稿 4 章で説明したように、この写真は 1934 年 1 月 26 日発行の『ルガール』第 2 号にトリ
ミングされて掲載されている。
2	 フランシス・ガルニエ記念碑は、Denys Puech により 1898 年に、サン・ミッシェル大通りと
オプセルバトワール通りが交差するカミーユ・ジュリアン広場に設置された。
3	 エレンブルグは、映画や自動車といった当時の新しい産業に対するルポルタージュ文学作品
を書いている。そのうち 1929 年に出版された『自動車』4 章「18000000 フランと三十四本の
指」で、パリの新しい名所としてシトロエン社の電飾広告について触れている。そして、次
の 5 章「パリの名所」では、パリのシトロエン工場こそが、現代のパリの名所であると論じる。




5	 『ベンヤミン・コレクション①近代の意味』（ちくま学芸文庫 ､1995 年）浅井健二郎（編訳）
久保哲司（訳）、571 頁。
6	 ピエール・マコルラン（昼間賢訳）『写真幻想』「パリの写真家、アジェ」92 頁。
7	 今橋映子『〈パリ写真〉の世紀』白水社、2003 年、68 頁、83 頁。
8	 今橋　前掲書、81 頁。






13	 ジョルジュ・サドゥール（丸尾定 ､ 出口丈人、小松弘訳）『世界映画全史』（国書刊行会、2000 年）
第 12 巻、33 頁。
14	 サドゥール　前掲書、102 頁。
15	 ジョルジュ・サドゥール（丸尾定､村山匡一郎、小松弘訳）『世界映画全史』（国書刊行会、1998年）
第 9 巻、69 頁以降参照。
16	 サドゥール　前掲書、第 12 巻、107 頁。
17	 サドゥール　前掲書、第 12 巻、118 頁。
18	 今橋　前掲書、89 頁。
19	 マッコルラン　前掲書「ベルヴィルとメニルモンタン」、144 頁
20	 ポテンシャル文学工房 Ouvroir de littérature potentielle. の略称。1960 年にパリに誕生した文学
的実験集団。
21	 ジョルジュ・ペレック（酒詰治男訳）『家出の道筋』（水声社、2011 年）「モーリス・ナドー
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図 30　『私のパリ』83 頁「アラブの労働者」図 29　『私のパリ』
80 頁「ホテル、でも一方で石炭置き場」
図 32　『私のパリ』
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